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１ 単元の目標 

音の性質について、音を出したときの震え方に着目して、音の大きさを変えたときの違いを比較しながら調べ

る活動を通して、音の性質についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるととも

に、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす力や主体的に問題を解決しようとする態度を育成する。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①物から音が出たり伝わったりす

るとき、物は震えていることを

理解している。 

②音の大きさが変わるとき物の震

え方が変わることを理解してい

る。 

③音の性質について、器具や機器

などを正しく扱いながら調べ、

それらの過程や得られた結果を

分かりやすく記録している。 

①音の性質について、差異点や共

通点を基に、問題を見いだし、表

現するなどして問題解決してい

る。 

②音の性質について、観察、実験

などを行い、得られた結果を基

に考察し、表現するなどして問

題解決している。 

①音の性質についての事物・現象

に進んで関わり、他者と関わり

ながら問題解決しようとしてい

る。 

②音の性質について学んだことを

学習や生活に生かそうとしてい

る。 

 

 

 

 

３ 単元の指導と評価の計画（全６時間） 

時

間 
ねらい（■）・学習活動（〇） 

重

点 

記

録 
備考 

1 

２ 

 

本 

時 

■単元の見通しをもつ。 

〇単元名「音の性質」について、「問題を見いだす力」を

身に付けていくことを共有する。 

思  思考・判断・表現①/【発言分析】 

・差異点や共通点を基に、問題を

見いだすことができているか

を確認する。 〇音の出るおもちゃ（輪ゴムギターやビーズクラッカーな

ど）を作る。 

■音の性質について、音を出したときと出していないとき

とを比較しながら、問題を見いだす。 

〇作ったおもちゃを使って音を出し、気付いたことを話し

合う。 

〇疑問に思ったことを話し合い、発表する。 

〇疑問に思ったことを分類・整理していき、学級共通の問

題を設定する。 

 

 

 

授業実践事例 

 小学校 第３学年  単元名 「音の性質」（全６時間） 

 

 （第２学年 全８時間） 

 

単元の目標や評価規準の設定については、国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料」を御参照ください。 

単元を通し

て育成を目

指す資質・能

力を児童と

共有します。 

学習する内

容の見通し

をもたせる

場面を設定

します。 

 

問題：音の大きさが変わると、物の震え方はどのよ

うに変わるのだろうか。 

留意点 

☞「単元デザイン 
FIRST STEP」へ 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_rika.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_rika.pdf
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３ ■音を出したときと出していないときの震え方の違いに

ついて、実験の結果から考察する。 

〇前時に見いだした問題「音の大きさが変わると、物の震

え方はどのように変わるのだろうか。」について、予想

を立てる。 

〇震え方の違いを比較できる方法を考える。 

〇音の大きさを変えたとき、ビーズの様子がどのように変

わるのかについての実験を行う。 

〇観察、実験の結果を基に、結論を導き出す。 

 

 

 

思 

※ 

 

 

 

 

態 

 思考・判断・表現②/【発言分析】 

・音の大きさと震え方の違いに

ついての観察、実験などから得

られた結果を基に考察し、表現

するなどして問題解決してい

るかを確認する。 

主体的に学習に取り組む態度①/

【行動観察・発言分析】 

・音の性質についての事物・現象

に進んで関わり、他者と関わり

ながら、問題解決しようとして

いるかを確認する。 

４ ■音の性質について、音が伝わっていくときとそうでない

ときとを比較しながら、問題を見いだす。 

〇糸電話を作る。 

〇糸電話を使って話し、気付いたことを話し合う。 

〇疑問に思ったことを話し合い、発表する。 

〇疑問に思ったことを分類・整理していき、学級共通の問

題を設定する。 

 

 

思 〇 思考・判断・表現①/【記述分析】 

・糸電話で糸をつまんだときと

つまんでいないときについて

差異点や共通点を基に、問題を

見いだし、表現しているかを評

価する。 

5 ■音が伝わっていくときとそうでないときの震え方の違

いについて、実験の結果から考察する。 

〇前時に見いだした問題「音が伝わるとき、物は震えてい

るのだろうか。」について、予想を立てる。 

〇音を伝えている物（糸電話のときは糸）が震えているこ

とを確かめる方法を考える。 

〇糸電話を使って、音が伝わるときの糸の様子についての

実験を行う。 

〇観察、実験の結果を基に、結論を導き出す。 

 

 

 

知 

 

 

 

態 

 

 

 

 

〇 

知識・技能③/【発言分析】 

・震え方について、図や表を用い

て分かりやすく記録している

かを確認する。 

主体的に学習に取り組む態度①/

【行動観察・記述分析】 

・音の性質についての事物・現象

に進んで関わり、他者と関わり

ながら、問題解決しようとして

いるかを評価する。 

６ ■単元を振り返り、問題を見いだして、その問題を解決し

た過程を価値付ける。 

〇見いだした問題と、実験の結果からいえることを対応さ

せて整理していく。 

態 〇 主体的に学習に取り組む態度②/

【行動観察・発言分析】 

・音の性質について学んだこと

を学習や生活に生かそうとし

ているかを評価する。 

後 ■学習したことを振り返る。 

〇身に付けた資質・能力や学習内容、学び方、生活との関

連などについて振り返る。 

知 〇 知識・技能①②/【記述分析・発

言分析】 

・物から音が出たり伝わったり

するとき物は震えていること、

また、音の大きさが変わるとき

物の震え方が変わることを理

解しているかを評価する。 

※第３学年で主に育成を目指す問題解決の力は「思考・判断・表現①」で評価するため、第３時での「思考・判断・表現②」の観

点は、今後、別単元で児童全員の学習状況の評価（「思考・判断・表現②」）を行う際の基礎資料となるよう計画しています。 

  

適宜児童の

学習状況を

把握する場

面とその評

価方法を設

定します。 

 

単元終末に

単元の学習

を振り返っ

たり、学んだ

ことを再度

活用したり

する場面を

設定します。 

単元終末や

後日に、単

元を通して

身に付けさ

せたい資質・

能力が身に

付いたかを

確認します。 

問題解決の

過程を通し

た授業を行

います。 

 

結論：音が小さいと、物の震え方は小さくなって、 

音が大きいと、物の震え方は大きくなる。 

問題：音が伝わるとき、物は震えているのだろうか。 

結論：音が伝わるとき、音を伝えている物は震えて

いる。 

単元の指導と評価の計画の立て方については、 

国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」や 

佐賀県教育センターHP「単元デザイン FIRST STEP」を御参照ください。 

☞「単元デザイン 

FIRST STEP」へ 

☞「学習評価 

FIRST STEP」へ 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_pri_rika.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/4/tangen/04_shorika_tangen.pdf
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４ 本時の目標 

音の性質について、音を出したときと出していないときとを比較しながら、問題を見いだす。 
 

５ 本時の展開（１・２/６） 👉「授業づくりのポイントチェックシート」 

 主な学習活動等 指導上の留意点（□評価） 

導

入 

１ 教師の作ったビーズクラッカーを見て、

音が鳴ることに着目する。 

 

２ 本時の目標と流れを確認する。 

・事物・現象（ビーズを入れずにビーズクラッ

カーで音を鳴らす）を提示し、本時の活動の

見通しをもつことができるようにする。 

・事象について疑問に思ったことを記述したり

相手に話したりすることが大切だというこ

とを伝える。 

・問題を見いだす力を身に付けていくことを児

童と共有する。 

展

開 

３ ビーズクラッカーを作る。 

 

 

４ 作ったおもちゃを使って音を出し、気付

いたことを話し合う。 

５ 疑問に思ったことを話し合い、発表する。 

 

 

 

 

６ 疑問に思ったことを分類・整理していき、

学級共通の問題を設定する。 

 

 

 

・実際に作りビーズクラッカーの仕組みをより

理解することで、音の性質についての関心や

意欲を高めることができるようにする。 

・試行錯誤しながら音が出る仕組みなどについ

て考えることができるようにする。 

・ビーズなしで音を出した後に、ビーズを入れ

ることで、ビーズの動きに着目できるように

する。 

 

 

・疑問に思ったことを基に、問題を見いだすこ

とができるよう個別で記述する時間を確保

する。 

 

 

 

・机間指導を行い、児童の発言内容や記述して

いる内容を把握する。 

 

 

・学級全体の問題として焦点化していくため

に、児童一人一人が見いだした問題を板書し

ていき、分類し、価値付けていく。 

 

 

 

・生活経験を基に、この問題について既に理解

している児童には、説明したり記述したり表

現することができるように促す。 

ま

と

め 

７ 本時のまとめを行う。 

 

 

８ 本時の振り返りを行う。 

・本時の学習を通して、「問題を設定することが

できた」など「何を学んだか」を明確にし、

学習内容の定着を図る。 

・児童が自身の成長を実感したり、次の課題に

気付いたりすることができるようにする。 

  

工夫１：事物・現象を提示する場面の例（p.4） 

〔学習活動等１、２〕 

児童に学習内容の見

通しをもたせたり、本

時の「目標」を共有した

りします。児童の主体

的な学びにつながるよ

うにします。 

〔学習活動等３〕 

自然の事物・現象への

関心や意欲を高め、主

体的に追究していくこ

とができるように、活

動の場を設定します。 

〔学習活動等４、５〕 

３年生の学習は、自然

の事物・現象につい

て、比較し、その「差異

点や共通点を基に、問

題を見いだす」という

問題解決の力の育成

を重視します。 

ポイント 

〔学習活動等６〕 

個々の児童が本時の

目標に迫ることができ

るよう、〔指導に生かす

評価〕を行います。特

に、「努力を要する」状

況（C）と判断される児

童に対しては、その学

習状況を見取り、適切

なフィードバックを行

います。 

〔学習活動等７、８〕 

ここまでに学習したこ

とを振り返ったり、次

の学習を見通したりす

ることで、自らの学習

を調整しながら主体的

な学びにつながるよう

にします。 

はじめは、「①できるよ

うになったこと」「②更

に知りたいと思ったこ

と」「③身の回りのこと

に当てはめて考えたこ

と」などの視点を与

え、振り返りを記述で

きるようにします。 

工夫２：問題を見いだす場面の例（p.５） 

問題：音の大きさが変わると、物の震え方はどのように変わるのだろうか。 

⇒ 

⇒ 

□思考・判断・表現①/【発言分析】 

差異点や共通点を基に、問題を見いだすこ

とができているかを確認する。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/1/checkseat/4_checkseat_sho_rika.pdf
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６ 本時における指導と評価の工夫 

 

 

児童がどのような素朴な概念（イメージ）をもっているか想定しながら、児童が問題を見いだすことができるように

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

工夫１：事物・現象を提示する場面の例 

みなさんは「音」と聞いてどのようなことを思い浮かべますか？ 

リコーダーやピアノなどの音が出る楽器を思い浮かべます。 

ドンドンドン、ガッシャン、ポチョン、いろいろな音があります。 

車が通ったり、人が歩いたり、生活の中でも音が聞こえます。 

児童がどのような素朴な概念をもっているかを想定して、学習活動を仕組むことが大切です。ここ

では、「音」と聞いて「震え」と捉える児童は少ないことが想定されます。 

例えば、楽器に付箋を貼って音を出したり、輪ゴムをはじいて音を出したりして、「音」と「震え」を

結び付けて捉えることができるようにしましょう。 

身の回りにある材料でも、音が鳴る道具ができてすごい。 

カエルの鳴き声のような「ヴェー」と鳴って、面白い音でした。 

ビーズがはじかれて、コップの中を動き回っているよ。 

児童主体で問題を見いだすことができるようにすることが大切です。ここでは、「今日のめあて

は・・・」や「今日は、〇〇を問題としましょう。」のように教師が主導して説明しがちです。 

本時では、コップにビーズを入れるタイミングを、実際に音を鳴らす活動のあとにしました。ビーズ

の動きに意識が向き、大きい音と小さい音のときのビーズの様子を比較することで、「震え」と音の

大小を結び付けて捉え、問題を見いだすことができると考えました。 

音の大きさと、ビーズの動きは関係があるのかな。 

ビーズクラッカーを作って、たこ糸を引っ張ってみましょう。 

いろいろな気付きがあって、すばらしいです。今度は、ビーズを入れて、音を鳴らしてみましょう。 

いろいろ疑問に思うことがありますね。すばらしいですね。 

たこ糸 
竹ひご 

プラスチックのコップ 

ビーズクラッカー 



5 

 

 

 

問題を見いだすことができているかを確認して、児童の学習改善や教師の指導改善に生かします。 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

工夫２：問題を見いだす場面の例 ①個別 

音を鳴らしてみて疑問に思ったことを基に、問題をワークシートに書きましょう。 

〈指導に生かす評価を行う〉 

大きい音のときと小
さい音のときを比べ
て、何か違いました
か？ 

う～ん。疑問に思
うことかぁ…。 

 

あきこさん 

 

なつきさん 

【記述例】 
糸を引いたときの
音の大きさを調べ
よう。 

【記述例】 
音の大きさを変え
ると、物の震え方
が変わるのはなぜ
だろうか。 

 【記述例】 
糸を引いたときの
音の大きさを変え
ると、何が変わる
のだろうか。 

 事物・現象を比較することで、 
問題を見いだしやすくなるはず。 

 「～しよう」という形式ではなく 
問題の形式になるといいな。 
 

 実験で確かめることができる 
問題になると更にいいな。 
 

「？」（疑問形）で終
わるようにするとい
いですね。 

あきこさんはどうして
変わると思ったので
すか？ 

はるとさん 

大きい音のときと小
さい音のときを比べ
ると、震え方が違う
な。どうしてかな？ 

大きい音のときの方
が、震え方が大きい
ような気がしたから
です。 

実験をするときに、
何に着目したらいい
かが分かり、実験で
確かめることができ
そうですね。 

あきこさんの考えて
いるように、大きい
音と小さい音、それ
ぞれについて調べら
れるとよいですね。 

はるとさんの考えの
ように、大きい音と
小さい音での違い
から問題を見いだ
せるとよいですね。 

「問題を見いだす力」を育成するために、指導と評価を計画的に行うことが大切です。ここでは、

「～しよう」という形式になっていたり、「なぜだろうか？」というように原理そのものに迫っていて単元

の中だけでは解決が難しい問題（なぜ型）になっていたりする場合があります。 

本時では、「音の大きさが変わると、物の震え方はどのように変わるのだろうか。」のように解決の

見通しが立っている、つまり検証しやすい問題（どのように型、何が型）にすることを意識しました。 

【問題を見いだすことが難しい児童】 

【問題が「～しよう」となっている児童】 

【なぜ型の問題を見いだした児童】 
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問題を見いだすことができているかを確認して、児童の学習改善や教師の指導改善に生かします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「問題を見いだす力」を育成するために、児童の言葉をつないで「疑問」から「共通の問題」を設

定していきます。キーワードとなる言葉を事前に想定しておくことがとても大切です。このキーワード

が違うものになってしまうと、その後の問題解決の過程全体がぼやけてしまいます。 

本時では、「音の大きさ」や「震え方」をキーワードに、問題を見いだしていくことを意識しました。 

それでは、皆さんが考えた問題を発表し、「共通の問題」を設定しましょう。 

工夫２：問題を見いだす場面の例 ②全体 

 

➊【問題を見いだすことが難しい児童】への支援が必要だな。 
 
➋そのような児童も、理科の考え方の「比較する」を働かせることができるようになるといいな。 
 
➌「比較する」ことができている児童の発言を基に、「比較する」ことのよさを共有しよう。 

この問題だと実験で確かめられそうですね。すばらしいですね！これを「共通の問題」にしましょう。 

すばらしいですね。大きい音と小さい音の様子を比べて、問題を見いだしたのですね。 

そうですね。それでは、音の大きさと震え方をキーワードに考えてみましょう。 

糸を引いたときの音の大きさと震え方は、

どのように変わるのだろうか。 

音の大きさを変えると、どうして物の震え方

は変わるのだろうか。 

２人の意見の似ている所はどのようなところですか。 

どちらも音の大きさや震え方という言葉が出てきています。 

「音の大きさが変わると、物の震え方はどのように変わるのだろうか。」がいいと思います。 
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 月 日 理科ワークシート 
名前（                ） 

７ 授業者の声 

 単元「音の性質」の学習では「問題解決の過程」に沿って、１～３時目で「音の大きさが変わるとき物の震え

方が変わること」について、４・５時目で「物から音が出たり伝わったりするとき、物は震えていること」につ

いて学習することを計画しました。 

本時では、問題解決の力の中でも特に、「問題を見いだす力」の育成を目標に実践を行いました。事象提示では

ビーズクラッカーを用いて、大きい音のときと小さい音のときの震え方の違いについて「比較する」ことで「問

題を見いだす」ことができる時間を設定しました。このとき事象提示の前から、疑問に思ったことは幾つでも記

述できるように、ワークシートを用意していました。児童の記述内容には、「なぜ糸を引いたら振動が来るの？」

や「耳の近くで聞くと変な感じになるのはどうしてだろう？」、「たこ糸からコーヒーのにおいがするのはどうし

てだろう？」といったものまでありました。全ての疑問を価値付けながら、「問題を見いだす力」を育成する必要

性を感じました。そのためには、長期的なスパンで計画的に指導と評価を行うことが重要だと考えます。 

今後の授業づくりにおいても「見いだした問題について、よりよく科学的に問題解決していく」ことを繰り返

しながら、問題を見いだすことができるような支援を意図的・計画的に行っていきたいと思います。 

 

８ 参考資料 

 以下のワークシートを準備し、疑問に思ったことを分類・整理していき学級共通の問題を設定する際に使用し

ました。実験の方法や結果等、見いだした問題以外のことも記述できるように、ノートと併用しています。 

 

 

 

 

？（あれ？ どうしてかな？） ！（なるほど！ そういうことか！） 
  

 

児童の記述例 

疑問に思ったことは幾つでも 

記述できるようにしました。 

３時目までで 

疑問に思ったことが解決したときに 

記述できるようにしました。 

・たこ糸からコーヒーのにおいがするのはどうしてだろう？ 


